えの き バ テ レ ン 

ョ ワン 稷 は 伴天連 ョ ワン .バ ッ ティ スタ • シ ロォテ 

キリシタン 

の 墓標で ある。 切支丹 屋敷の 裏門 をく ぐって すぐ 右手 

に それが あった。 いまから 二百 年 ほどむ かしに、 シロ 

ォテ はこの 切支丹 屋敷の 牢 のなかで 死んだ。 彼のし か 

ばね は、 屋敷の 庭の 片隅に うずめられ、 ひとりの 風流 

な 奉行が そこに 一本の 稷を 植えた。 稷は根 を 張り 枝 を 

ひろげた。 としを 経て 大木に なり、 ョ ワン 檟 とうた わ 

れた。 

ョ ワン. バッティスタ • シ ロォテ は、 ロォ マンの 人 

であって、 もともと 名門の 出であった。 幼い ときから 



うの 大船の ものに ちがいない、 と気附 いたので ある。 

磯辺に 出て、 かなた こなた を 見廻した が、 あの 帆掛船 

の 影 も 見えず、 また、 他に 人の いるけ はい もなかった _ 

引返して 村へ 龃 けこんで、 安兵衛と いう 人に たのみ、 

奇態な もの を 見つけた ゆえ、 参リ 呉れる よう、 村 中へ 

触れさせた。 

こうして シ ロォテ は、 ャァ パンニ ァの土 を 踏む か 踏 

まぬ かのうち に、 その 変装 を 見破られ、 島の 役人に 捕 

えられた。 ロォ マンで 三年のと しっき 日本の 風俗と 言 

葉と を 勉強した ことが、 なんの たしに もなら なかった 



将軍が 代って なった。 そういう 大きな さわぎの ために 

シロ ォテは 忘れられ ていた。 ようよう その 年の 十一月 

の はじめに なって、 シロ ォテは 江戸へ 召喚され た。 シ 

口 ォテは 長 崎から 江戸までの 長途 を 駕籠に ゆられな が 

ら やって来た。 旅の あいだ は、 来る日も来る日も、 焼 

栗 四つ、 蜜柑 二つ、 干 柿 五つ、 丸 柿 二つ、 パン 一 つ を 

役人から 与えられて、 わびしげ に 食べて いた。 

新 井 白 石 は、 シ ロォテ との 会見 を 心待ちに していた _ 

白 石 は 言葉に ついて 心配 をした。 とりわけ、 地名 や 人 

名 または 切支丹の 教法 上の 術語な どに は、 きっとな や 



て エイズ ス. キリス トスの 降誕、 受難、 復活の てんま 

つ。 シロ ォテの 物語 は、 尽きる ところなかった。 

わきみ 

白 石 は、 ときどき 傍見 をして いた。 はじめから 興味 

がなかった ので ある。 すべて 仏教の 焼き直し であると 

独断して いた。 

白 石の シロ ォテ 訊問 は、 その 日 を 以てお しまいに し 

た。 白 石 はシロ ォテの 裁断に ついて 将軍へ 意見 を 言上 

した。 このたびの 異人 は 万里の そとから 来た 外国人で 

おもむ 

あるし、 また、 この 者と 同時に 唐へ 赴 いた もの も ある 

由 なれば、 唐で も 裁断 をす る ことで あろうし、 わが国 



の 裁断 を も 慎重に しなければ ならぬ、 と 言って 三 つ の 

策 を 建言した。 

第一 にかれ を 本国へ 返さる る 事 は 上策 也 (此事 難き 

に似て 易き 歟) 

第一 一に かれ を囚 となして たすけ 置る る 事 は 中 策 也 

ち つ- とも 

(此事 易き に似て 尤 難し) 

第三に かれ を誅 せらる る 事 は 下策 也 (此事 易く し 

て 易 かるべ し) 

将軍 は 中 策 を 採って、 シロ ォテを そのの ち 永く 切 支 

丹 屋敷の 獄舎に つないで 置いた。 しかし、 やがて シロ 
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